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目的及び成果
CHAPTER1

1    目的に向かう目標と手段

2   成果「授業づくりの意識変化」

3   成果「活用場面と方法の精査」



1    目的に向かう目標と手段



2   成果「授業づくりの意識変化」

単元展開及び学習評価を軸とした授業づくり

学習への動機づけや必要感を支援

単元を通した学習問題 目標（評価規準）の共有 評価場面と方法の提示

教科横断（２年 音楽） ジグソー法（３年 技術）



3   成果「活用場面と方法の精査」



導入 ⽣徒の意識から学習問題・学習課題を⽴てる

事例 １年 家庭

既有知識のうち，曖昧になっていることや
分からないことを確認する。

当たり前だと思っていることに対して，
疑問を投げかける。

多人数であっても，拡散した考えも集約できる



追究 同時共同編集の種類を意識した活用
［共有ファイル １ 個別シート ３］

事例
２年 道徳

［共有ファイル １ 個別シート １］

⾃分の考えや⽴場を示すことに有効他者を参考とし，個別の追究に有効

事例
１年 数学



追究 学び方の支援（思考スキル）

２年 社会

学び方を⾃ら選ぶ⽣徒 知識の⾼次化に向かう手⽴て
３年 道徳

理由づける 多面的に⾒る 関連付ける 多面的に⾒る



終末 習得を確認するCBT，学習過程の⾒える化

何度でも取り組める保障が鍵 制作，発表等，学習課題に応じて活用

２年 美術

３年 社会 ２年 家庭

知識を問う問題を中⼼にCBT化

結果だけでなく，過程を問う問題も必要
１年 保健体育
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研修デザイン
CHAPTER2

1   ⾃分たちで動ける仕組み

2 研修の⾒通しをもつ⼯夫



1   ⾃分たちで動ける仕組み

ミドルリーダーを中核とした研修体制

チーム内での情報共有
実践例の紹介

ICTやクラウドの理解が⾼い

授業，業務で柔軟に活用

前期 若い先⽣方

一学期末までに全ての先⽣が
クラウドベースの授業を⾏う

後期 中堅の先⽣方
関係調整⼒に⻑けた先⽣

授業改善に熱⼼な先⽣

ミドルリーダーのミーティング
一定の権限と責任を付与

授業づくりについて活発に
意⾒交換する姿が増えた



2 研修の⾒通しをもつ⼯夫

研修づくり ＝ 授業づくり

重点︓手⽴てとしてのICT 重点︓指導と評価の計画
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今後に向けて
CHAPTER3

2   探究的な学びの推進

1 ⽣徒が⾃ら学習を進める



一人一台端末とクラウドが前提にあるから可能

学習問題

目標（評価基準）

学習の流れ

思考ツール

手段

Google フォーム

1 ⽣徒が⾃ら学習を進める



学び（内容・学び方）がつながる授業，学校が楽しいと思える⽣徒

総合的な学習の時間

単元を通した学習問題 目標（評価規準）の共有 評価場面と方法の提示

単元展開及び学習評価を軸とした授業づくり

異年齢集団で構成 地域・大学等との連携 カリキュラムの再構築

2   探究的な学びの推進


